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川 る砂道の

限

威 出とを

音 ）流地面

郡

林

て」供安 の

子 のす北

。所

定、るの 理

指はす

樺

、
し

れ由略）在

さ省

の用図

戸 砂路の

土道そ
北

臼 壊とを

浦 崩地面

郡

所

るの

す林

供安

町 のす

る

村
益

浜
郡

益
浜

）在

。

る

の
次

。
林

め有め

た国た

用府防

に
分

部
す

示
に

図

備地村備 、 ）防

と字
、

る来２

す咲の

た
めの

、
、５

６の
の
３の

水

村 備た道

府 防る海

、

務

来 林

咲 産

字 め
部

課・

山３

治の

及

道

字 防る海

臼５ 浦の び

ナ 林

キ 産

ソ め水

ヲ 備た
部

イ 務
治

及
課５

山の

益図

浜の

び次

図
の

次
。
林
有

国

一に

七示

八

）
。

る
限

に
分

部
す

、
４
の

町・

役
備

に６

場の

に部

場す

役示

村に

え以

）
。

る
限

えに

備分



川
旭

平 幌成

加十
四 内

年 線

五

北 海

路線空

の川 路
道路旭

２
区

、名線

名港 線

道 公 報

り１１ 北

電次 海

線の平道 道

共と成道路 告

路の 同お 示

溝り年の種 第

の電５種類

整線月類

備共 号

等同日道

第

１２３
業業 ） 狩平作作作 号 石

種期地 第 川成業

開

年類間域
平深 お 設月 に 建５ 条 発

公 部

日共成川 い

号

道
海

北

置

告 い

示 て

第

の覧
次縦
図に

号

はす
」供

月
二 旭旭旭旭

十 川川川川

八 市市市市

日

文文

近近近近

字字字字

線線線線

７７７８

文文

火

号号号号

４４４３

曜 １１

番番

川川川

及区上上上上

域

東東東

縦郡郡郡郡

び川
楽楽楽

場神神神神

覧東
字字字字

町町町町

所楽

楽楽

神神神神

東東東東

楽楽

備
す整

関を道

に溝道道

路
置道

措き
別べ

特す
る

を
法

市 て 長

７し
和定

昭指

か測

、５ 用 ら量年 準

日 同 の内１ る 次管月 す
り写ら 第 お空か 法 と航
真７

第 共撮月 条 公

影

る

をのま 量項）日 測１

図
の

そ
、

し
略）

省。
、

道
海

北
を

面

日

先先

１地地地

番２２番

かでらで

先まかま

地先
ら

番
８ 番番 番
５５ 地 地地

ま 先先先 地先
でで 旭

ま
敷地

港敷

空港

川空

旭川

法。
年た

）か

界）

地界

北

第
律

堀

条
３事

第知

）道

号海

に
施定

実規で

の
項
１
第

道 、通海 旨る北 るよ
す

堀 っ
法あ事 量が知 測知

和。
昭た

び
及
課
山
治

部
務

林
産

水

前前後前

役
町
呂
常

から

かまかまかまかま

別
更の前前後

変後
間ら

敷
前

地
の

定
規達

かまかまかま 幅

同２

よ
に也

北

道条そ週 海

路第の間平 道

法２関、成 告

項係一 示

昭の図般年 第

和規面の５

定は縦月

３

第

也 律
法

達 年

種

線の線
路

路区道路区

２

え
備
に
場

名間類名間 名間類
種

線の
路

路区道

らでらでらでらで 員らでらでらで

延
等

道
国

長

年に、覧 号

す

律り海供

法よ北に日

の設。

号路建る

第道道
用道

第供部

）

課

１始備

第開整

条を路

小道中室室

のる及

項す

東市市

樽樽道央蘭蘭

小
内島島

岸色線中中

海市

丁

線丁１１

園２町町

公

目目

目丁

樽樽道

小小道

１番番 番

目
丁
２

内
線色

港市
１
番

一 同

七
九 道

海

縦北

間
区
複

重
の

と

の

定次

規。び

土
川

覧旭

道所北

、場

り覧

よ縦

に

事

区え知

の備道

路に海

４

の、

次て堀

をい

域置

かま か先先 先地地 地１

丁
２

内
色
市

樽
小らで ら

目

４
町

堺
市

樽
小

ら
か

先
地

告

所所
業

現

場木

地
１

番

か也

変日

りの達

お示

と
、

しら

更

で
ま

先

で
ま
先

地
１

番



２

会い調納納札の

と入次

入参ず

達計う達にい

調
票）す加れ

を伝。を入

も

る等でる期場すに

す

品日所者該

物の定物る

品印め

北 海

１ 北

次 海

の平入 道

と成札 教

に お 育

り年付 委

一５す 員

般月る 会

事 競 教

争日項 育

道 公 報

１２３４

務び収使

都種施事及事
用用 計及所名

行業 市類
のののの 画びの称 者地

業称在 名所部部

事名所

の称地在分分

第

次 北

都のそ 海

市との平 道

計お関成 告

画り係 示

事告書年 第

業示類５

のすは月

施る、 号

行。北日

号

平
成
十
四
年
五

様の必す

等刷る等に当

の

なこ

名北式仕平各要る

育資と

称海）様成教

及道等
年局格。 び財
量規入月か

数務点７ほ
地 則札
説日方

に等

和書局

昭明部

入 長

札 告 道

示 教以 第

育下
号 委入

員

」
札

会と

教

う北

い

育

走別別

紋北網紋紋

。海

北元元

都道市市市

別海

及

画条別別

計７紋紋

市

丁小小

園３びび

公西及
地地

業目向向

事

た網

当道

に海

９北内内

計業

市現

都木

、土

り走
備

法に

画所

和置

昭え

月
二
十
八
日

火

曜

第
則
規

道
海。

北る

年よ

下
以
。
号

財

長

を教

）道

告実育

示

長
育

。教

る会

す員

施委

・海

田
鎌

地

１走敷

・網川

６道河

所

地業

紋現

遠木）

号土

い

公
域
広
立
道
域

海

第般北

律一

法、

年て
の
縦道

供 第に事 ）覧知 号

す堀

規。 のる 条

日

７８９

」
則
規
務

交交便便札

入郵郵落財

にびの
規 説等及者

務 札

定
第 書よ電決

則 明付付

６

市
昌

の場方る報

入保第

開開入以証入

札

札札にを保条 下 札金札

保の

場日加付金７ 消 参納証

４５

）
園

幌海札入入

入契札北入
行札札

説条市道執

札約

日

書を央育の

明項中教

よ
に達 定

交示区庁場場

３

、
り也

平格道道様

資仕

成をが内説

有行に明

年すうおの

後後
ま北る指い場 かまか

交入に方

にる第 付所法札よ法条

札項 関入１
規 る幌海のはの す札北
中教所め定 事市道場認

庁交いよ

央育でなに

項
３画す定

北企付。り

区

しすの及 証費

条総るめ

財 等 所時金よる納び 税

規 と ととの務 」 うこ付

す。免

者、第 う ににる除則 い
。 同同

） じじは納

当 そ方か

相 。。、付条

を 者等第

額 の法ら

含 のは

３画及所時

付す北企所

西務日

場所条総び

の場

庁成

で７部時札道平

所
交丁財幌

付目務市別
６

時課中館年

に央

行区階月

う北
条用

。３共日

と競印及

で海こ名て所

示入す日

告。争刷び

道

にこ

第札る時
能

びる可

及すが

号関と
をこ

成名な

平指

らでら

年停と

丁財定

７部予

西務。た
範

の
限

制
の

課格

目務価
最

で
内

囲

も方ま 。 積地条 む 見、

た治の の っ自で ）

定 契法

５と 金行 のる 約施 分め
ろ にこ 額令

すよ 費和 当に 消昭 相

る 税

室
７議）

西会水

及年 る

前

目午

丁

時

告て

道れ

海さ

北止。

分 にと

号こ

９い

第な

示い

印
る
す
定

規。

一
八
〇

び政 額。

も
を

格
価

の
低

の
方第 上
地令 以
消 製
の

物
刷

税札）

費号 入

の
造



検又代 、成
で平

の
た

平 定は 同

成 申名 規年表

十 請称者 則５

四

の 者及 第月

年 のび ９

五 条日

北 海

条務 北

遊の 海

技遊
の

道

機技
適

公

の機
正 詳

安

認の
化 細

委

定型
等 は

員

及式
に 、

会

びに
関 入

告

型関
す 札

示 説

道 公 報

所のの

者契ここ

イアイ

札

札あに入入

落で約名

とかす及の 在 者る関札

事称地契行

なをるび執

っ申

第

当

開に入る捨税相

号ア

た業す

札掲札落額て事

額加金者る

の札 げ金を
定 入等算額で金

時決 る

を

おに 札にし）あ額

に

当 及係たをる

号

作
札書

入約
て契要そ

っ

の

氏 入否他

な要
効の

有成

氏住月 名所名 第

二 １

十 愛豊代 項

八 知丸表 の

日

役 に名業締 定県産取 規

市会永 り屋式 よ古株

火

村 示中社野 公

曜

す
る

長豊 る海区裕 す北

式 第

のる
法 明
書道律

検技 号 に
よ定術 公

。にの
和 る等上

昭

安

法 す格
年 関規

委

第 規適
律 るに

員則合
し 会

は、

たし務約は

昭て号

る担北郵電、公

者出を

す

、こ当海便話調開

は

号手る

落とす道番番達

決組育続。

札。る教号

の 定織庁

止

後の企－－停

速名画

等 － や称総

か及務が
有 にび部札

札

てた びる金もか入

い

て税書

、っ こ消額っ免

２て の費

業記

には 公税当落事に

金価者載

規、 告等該札

定取額格です

定入 にの

る書 め扱にとある

す札

かと

資に るい１するこ

札未のを。

格記 入円る
、わ

有さ に満で問

を載

）
。

る
限

に
札

しれ 関の 者
札

落
を

者
た

し

日

員三 委町 安井 公戸 。道
委目 会丁

和い）

田
潮

地 長番 員

告る第

年旨

示

項

公定４

家検第

国の条

安

を

会営定

員俗検

委風の
規。

第のう

則等い

規業

り

４

内 費在務市得

消所財幌

等央。 線 税地課中る

の区

課北－

税３

あ目

で丁

者７

業西

事条

札、

なた す端入ず

か
る

者額 条がに見

い金 る数

にる加も

のに 件あ参積
るた た該 違とすっ し当

札額 しは者契 入金 反き

入そ、金 、の た、は約

財札の消額

の 規は端費の 分 務
則、数税

５

。
る

す
と

無金等

定定

式の概要検検検

３

有 造 技式定の 遊型製型

第び行

）及を

号制）

年

検検又代製う型

６業っ

又業遊 表 定定は造事

検

請称は所技 者 定の申名

の概要検

２

業
事
税
免

有

型定 表造事

代製う型式

技技式 者
又業遊遊型製

効額に に分 第

年 造 は所

相の とを係

条当 す切る
検又

１

。
各るすり課に

定定定は

の概要検検検

式請称 定の 型製型申名 遊

造事
製う型式

年有 造

業 機試

は所技技

又業遊

区番期 者月 の験番効 式

平第公

分名名号日号間

サ 遊

示 成 ミ 技

の 機ガー

日 年 のッ株

認チ式５

成

定ャ会月号平

及マ社

びン日

年

の 番効の 者及検の機
型

住を在種 期氏 のび査所
ぱ

号間名所名行地類

氏

玉玉ち

第公東サ代埼埼

示京ミ表

の都ー取県県ん

日豊株締川狭こ

島式役越山遊

南大機

号平区会市市技

池見台字

成東社里

の検の機機試

年袋一中

者 氏月 査所のの験 式業

分名名号日

を在種区番
平

名行地類

サ 代埼埼ぱ遊

成 ミ 表玉玉ち技

取県県ん機玉ー

年 締川狭この緒株
会月

役越山遊認で式５

市市技定ド

里南大機及ッ社

一中型ン

見台字びカ日

験のび 番効 式業試者及

号間名所

番氏住 期 者月
平第公東サ

名名号日

豊

示京ミ 成 丸

の都ー メ産

日豊株 年 イ業

島式 ド株５

成東社

イ式月号平区会

ン会

池 ジ社日

所のの

検の機機
ャ年袋

遊

行地類分

を在種区

査

この

県ん機

知ち技

愛ぱ

市機及

屋技定

古遊認

名

の月

式５

村型

中び

検
す３

関ら

にか

等）

定日

一 る年八 規間一

治目田

５二丁新

６
第
則

字

月丁
目

番芝 日
）番地

年１ ３地 ら号番 か２８

間

丁新式

字検

治目田の
等

番芝定

地

に
第

則
規

る １す 地関 番 ８

目

ン月丁

パ５二

６

遊
１日

式

間
年
３
ら号

か２
）番

に

町等

井定

戸検

長の

区

る

目す

丁関

三

号
１

第
条

６
第

地則

番規
号

１
第
条

イ
号

１
第

条

イ イ



製

造事
製う型式の概

６

造 は所技技

又業遊遊型

査所のの式業 検の機機

北 海

は

の概要検検検検又代

の 型製型申名 定表 定定
者及 年有 造式請称者 定
月 験のび 番効 式業の 試

道 公 報

検検検又代製う型式
５

又業遊遊 表 定定は造事

称は所技技 者 定の申名

効の 者及検の機機 有請
のび査所のの 番

第

事
製う型式の概要検

４

式

又業遊遊型製型定

造
の機機試年 造 は所技技

月 査所のの験 式業 検

号

検又代 平定は 成申名表
十請称者 四

の 者及 年のび 五

地類分名名

を在種区者
ン式

埼埼埼回遊サ株

行

県式機ユ会

玉玉玉胴技

ア

川狭上遊のウ社

県県
市機定リ

越山尾技認シ

字びト

南大大及ス

市市
敷式ラ

一中小型ク

台字

期 者氏
目田谷のー

丁新

号日号間名所名

番氏住

平第公東株代

名名
京

示京式表 成 楽

の都会取 ピ産

日千社締 年 ー業

代ア役 マ株５

区ス加

ン式月号平田リ

成 会

東ト茂 １社日

年神ク

区 期氏

月二ー曹

５田ラ

名行地類分

氏住を在種

愛京代愛ぱ遊

号間名所

示知楽表知ち技

第公
の県産取県ん機

日名業締名この

古株役古遊認

市機及

号平屋式屋技定

中社本天び

成市会榎

中の

５区区式

年川白型

日

を在種区番 者

月尾宏

平

行地類分名名号
株 群ぱ遊

成 式 馬ち技

県ん機・会

年 桐このキ社

定グ和月

生遊認ン平５

市技

広機及ホ

町型助

沢びー日

氏住氏

丁の

２式

月名所名 二
十群株代 八馬式表 日

和
生平役

桐社締

県会取

広中

市

火

町
沢島

曜

字字検ト

丁潤

２

久等ク

番芝天定テ

地

保にノ

関ロ 番 ８

すジ 地

第
条
６
第
則
規ズ

るー １

丁ト
ロ

か番ノ

）５ク

日目テ

ら

頭砂検

間ズ

年ー

３号ジ

等

日橋町定

）三

に
す 地 ら目関 番 か丁
３

６
第

号則

間８規

年番る

定

目検

第
条

等
則
規

８る

のす

地関

番に
第

条
６
第

日目

代製う型

号
２

８
の
地

番

表 定定は造事

検検検又

所技 者 定の申名又業遊

式の概要検

８

有請称は

遊型製型定

造事
製う型

年 造 は所技技式

又業遊

要検検検検又代
イ
号
１

型申名 定表 定定は

の概

有 造式請称者 定の 型製

代製う型式
７

ロ
号
１

年

表 定定は造事

検検検又

技 者 定の申名又業遊遊 型定

要検

有請称は所技

番効の 者及検の機 年 式

を在種 期氏 のび査所の

号間名所名行地類

氏住
表京胴

第公東株代東回

示京式

の都会取都式

日葛社締葛遊

飾大役飾技

小技木小

号平区都区機

菅研原菅

成

式業 検の機機試

年二二

種区番 者月 査所のの験

行地類分名名号日

を在

平 東回遊メ株

成 京胴技ガ式

都式機ダ会

年 葛遊のイ社

機定都月

飾技認ヤ大５

区
小及技

の 試者及

二型

菅び研日

者氏 月 験のび 番効 式業

日号間名所名

番氏住 期

平第公東株代

名名号

ラ株

示京式表 成 イ式

の都会取 ラ会

日葛社締 年 イ社

飾大役 ゴエ５

小技木

クレ月号平区都

成 ウコ

菅研原 日

効の 者及検の機機

年二

区 期氏 のび査所のの 番

名行地類分

氏住を在種

株代栃千回遊

号間名所
京式表木葉胴技

第公東
示
の都会取県県式機

日江社締小四遊の

東エ役山街技認

市及

号平区レ市道機定

明田井鷹び

成有コ福荒
の型

平
号日
番
月 験

試

年三

成
年
月

５

８

月目俊目

５丁海丁

日

８
ら
か号号

）９９

日番番 定

８検

目の

丁式

間
年

３

則
規
る

す
関

号に

９等

番

８
月目俊

５丁海

６
第

間
年

３
ら

か号
）９

日番

台式

地 月目夫一の 番 ５丁貞

１丁検

番に

）地１等

日番目定

か

則

間規

年る

３す

ら地関
６
第

一
八
二

号
２

第
条

号
２

第
条



要検検検検又代平

定定は成 型申名 定表

十 式請称者 定の

四

の 試者及 年有

年

月 験のび 番効

五

北 海

事

検又代製う型式の概

又業遊遊型製 表 定は造

造 請称は所技技 者

申名

の式業 の 者及検の機機

のび査所の

道 公 報

定定

型式の概要検検検

技技式定の 遊遊型製型

番効 式業 機機試年有 造

月 のの験

第

造事

検検検検又代製う

型申名又業 定表 定定は

年有 式請称は所 者 定の

査所 番効の 試者及検の

月 験のび

号

造 技
遊型製

式の概要

９

番氏住 期氏 の式業 機

月 号日号間名所名二
十 平第公東株代八 示京式表 成日 の都会取

日江社締 年

東エ役 ５

成有コ福

月号平区レ

火 明田 日

年三曜

種区者 氏

月目夫

５丁貞

行地類分名名

氏住を在

株

名所名

式

愛株代愛ぱ遊
ん機ド会

知式表知ち技

締西このラ社

県会取県

古大役春遊認ム大

名社

及ッ商

屋一日技定チ一

原郡びク会

市商市井機

区春式雀

村西型麻

中会

間

種区番期 者

鴨茂町の

平第公

類分名名号日号

回遊メ株

示 成 胴技ガ式

の 式機ダ会

日 年 遊のイ社

技認ヤ大５

都月号平 機定

成 及技

び研日

を在 期氏

の月

式５

型年

号間名所名行地

番氏住

平第公東株代東

号日

示京式表京 成

の都会取都

日葛社締葛 年

飾大役飾 ５

小技木小

月号平区都区

成
菅研原菅 日

目俊目

５丁海丁

年二二

式

遊エ株

分名名

区者

月

２大

のヤ社

機ゴ会

技チ
の

式
型

び研

及技

定都

認

日 １
）地

日番
か

町字定

付大検

間
年
３

ら

す

目字関

丁村に

一沖等

西
番第

１則

地川規

番ノる
第
条

地６

検
す３

関ら

にか

等）

定日

８

第
条
６
第
則
規間

る年

８
ら

か号号

）９９

日番番

る
す

関
に

等
定

検

間
年
３

１

第
条
６
第
則
規

達識達

札 成調鑑調

平入

る

５すす 付

年を車を に

イ
号
１

月る

北

次 海

の 道

と 警

お 検検検察

り 定本

一 定の 定

部

般 告

号
２

年有

造事

代製う型式の概要
式 者

又業遊遊型製型 表

造 は所技技

定は

の概要検検検検又
称 定の 型製型申名 定定

う型式

号
２

年有 造式請 所技技

又業遊遊

造事
製

物１物

す は

る
項名仕

のの 事

日品台品
説
札

量入

数
び
及等

称様

競

書
明

示

争 月番効

第

入 期

札 日号間号 道

以 平第公

警 示下 成

の
日 年察入
札 ５

」 月号平

本 成と
い 日

験 式業 の検の機機試

年

在種区番 者 氏査所のの

名行地類分名名号

を

代埼埼埼回遊バ株

表玉玉玉胴技ク式

取県県県式機レ会

締川狭上遊のツ社
ウリ

役越山尾技認オア

大大及７ス

市市市機定
型ク

茂台字字びト

加南

番効 式業試者及

一中小

所

番氏住 期 者月 験のび

公東株

名名号日号間名

平第 ケ株

示京式 成 イ式

の都会 ワ会

日千社 年 ン社

代ア レエ５

成区ス

バレ月号平田リ

ンコ

東ト ナ日

年神ク

種区

査所のの

検の機機

栃千回遊

行地類分

を在
遊の

県県式機

木葉胴技

市道機定

山街技認

小四
の型

井鷹び

荒市及

察
警

道
海
北。
る

よ
に

一 本

八 部

三

上
長

部

） 月。 ５う

告を

）実 日

示

ラ

間
年。 ３る らす か施

丁新敷式

字字検ト

曹目田谷のー

久等ク

番芝天定テ

地

保にノ

関ロ 番 ８

すジ 地

田ラ

６
第
則

規ズ

るー １

丁ト

月二ー

５

ロ

か番ノ

）５ク

日目テ

ら
間ズ

年ー

３号ジ

台式

１等

目定

丁検 地一の 番

６
第

則
規

る
す

地関

番に
第
条

号
２

第
条

男
都
美

原

号
２
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入保

毎

下 札金

開開入以証

週
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札

火

保消 参納 札札

・ 費 加付

金

よる 証 場日税 しす

曜 等

北

４５

海話札入入

契北北電入

警号行

条道道番執

約海
幌察の札札 項札

場 を市本

及 す場日 中部－所 示
央総

海 道 公

申申申査

を審

査アイウ

っ

し書行 請請

請請を

申
れ提と

けのた のの な類

第報

３

者 格査条

は

応付、 条 を道日に件こ

行国じ一ア の の 有が本

札 るう内ら般か ５ 入 す

ウ ２ は こ指にれ競ら の

こ入ま の 、 と名おる争

。競い

号

２

納納札の平

入次

平にい成

成参ず 入入 十加れ年
四すに北
年期場るも海
五

」 うこ

者該道

日

と 所時金とと

発 い す。

行

者
う る

そ
相 同同、

） にには
。

の
を 者

額 。。の
当 じじ

。 積
む 見

含

び 場
所北部日所時 － 区務

時 ２会

海成 内 西課北北平

条計
線 ７海

丁道道
札警年 目

幌察６

市本月

中部

ば出き

時方

区階
央１日

査

な審

ら、

な期法先は

海話結

い平申け郵北電

ば番道番果

。成請れ便

書
ら察申

年類な号警号を

５の

請 本 月提な
出い－部－者
に 総 日先。

通 務－ かの

に 定 方 争てと札で 規 地

札契加定 に 自 入、。参
格る る 法 に約資め よ 治
件 行 す当のと 条 施 関担
指等査ろ 付 令 る者審こ
一

競 和 を求よ 般 昭 名のに

停めり

止に、 争
政 さよ２ 入 年

月に当告

二日所必す示

十要る第

八なこ

日

成海格。又

平北資と号

道は

９察成

年警平

火月本
部年

曜

た
の っ

） も

海

日北

契
に
額５
金の

約分
税す

費当
消相

（
購 及る

読 び額

料

２札前

北入午

地以

条会

ら指部知

目
丁
７

西場時

す ６示北会

る

よ道課。

月に海計
内

ま作幌線 日り札

で成市

し中

類条

書２

請北

申区

た央

で 令 れりの 札

を西

い海に あ 第 て北
な道掲 る

こ察る で 。

い警げ の 号

。職格 入 下

との資 、 以

員を 札
加 」

立す 参 令

の有 に 政

のど よ い

いか し と

会る

日

す
定
規
に
号

９
第

示
告

道
の
品
物
る

金 方上（
送 消の

料 費入

と 税札

も
）は
月
額
三 イ

千 ここ詳

四 所のの細

百 入入は四 札札、十 及の入

約名

る捨税相者契

イア

す札あに

額て事当落で

加金者る者る関

をた業

丁

提７

算額で金とかす

な
し目

出

開に入

て契要そ号ア

っ

げ金 書札 札掲札落

約 入

の札

効入等 の時決 有る額 作

す ）

にか と 。

下う うう

８９

検第る審

、の

説

札務 電札交交

入落財

書の 付付則 に明者規 報

７
資
の
入
購

るの

第 よ

と郵

和る郵
便 入

に

保北ろに 等 札年こ便

道よる

証海によ

円 び執札 在

）

地は、書

約は明

契行説

電達する

調開よ

、公に

番番続。

便話手る。

郵

停

号号の
止

し）あ額なをる

－－等

たし務

たをるをっ申事

免札者出を称

金もか入

て税書はる担

額っ

とす北

当落事に、こ当

載札。る海

該札業記落

額格です決組道

金価者

後の察

にとある定織警

るかと速名本

１するこ

に定
未のを。や称部

円

入及係 のおに な札に

成

こ消

てた 札びる 要い当

２て 限の費

、っ に否他
規、 。告等

には る公税

す札 し定取

定入 ）にの

資に 者るい

る書 ため扱

を載 落札
格記 を入

決

入交
はに方第 札付条 定 場方

の 認す項 、関所法法１
規 める
海海話の定 な事北北電
所よ

。道道番場に

い項
幌察でり

札警号
交定 市本

規る入
よ 金

中部－付め

付第は 入 納則。札 る の

札、 の

い

、以な

除。め

免号認

付。

納下

が
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等規

法務
方財

有 －印編発 り
得 北

る 海

刷集行

幌線 札内 道。
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総 区リ
務 北ン
部海

にび務
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２

会
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の、わ
に見税地計

数札、費在

る加もの

あ参積等課

が

契事

きるた税

とすっ課

そ、金者

、は約業

は者

札に

端費のあ

の消額で

なた とす
しれ 者関

有さ

。件
者額 る条

い金 する

金 反 た該 違 し当 に
のに

入 、の た 札額 し 入
財札

すた

は分 務

央総

る予

北部。定 － 区務

価 ２会

格
限 線 ７制 内 西課の

条計

の

丁
目

範

令い
政と
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最
で

内
囲
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第う
）
の
第 条

一７条 八か 及

四
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道
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る 数税

か
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事 切る
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り課に業
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価
の

低
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各るす

す 条当

も
を

格

定
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で 規
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